
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

3年

有

資格・検定名 種別 受験者数 合格者数

色彩士検定　３級 ③ 14 6

人 ビジネス能力検定 ③ 14 12
人 建築CAD検定２級 ③ 0 0

建築CAD検定３級 ③ 2 1

％

■卒業者に占める就職者の割合
専門学校教職課程（B
類） ③ 1 1

％

（ 2022

（別紙様式４）

2023年7月１日※１

　職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

中国デザイン専門学校 昭和52年03月18日 田口　一子

〒700－0842

岡山県岡山市北区船頭町１２番地

（電話） 086-225-0791

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人第一平田学園 昭和52年03月18日 平田　眞一

〒700－0842

岡山県岡山市北区船頭町１２番地

（電話） 086-225-0791

分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

文化･教養 造形専門課程 インテリア・プロダクト科
平成23年文部科学省

告示第166号

学科の目的

本校のインテリア•プロダクト科は、教育基本法及び学校教育法の趣旨にのっとり、インテリア(建築関連)•プロダクト(工業製品関連)に関する専門的学術を
教授し、その技術を修得させると共に、教養を高め、広く社会に貢献できる人物の育成を目的とし、あわせて地方文化の向上に寄与しようとするものであ
る。また、インテリア(建築関連)•プロダクト(工業製品関連)分野の職業に就く為に必要な実践的かつ専門的な能力を、本校独自の産学協同事業やイン
ターンシップ等を企業等の連携を通じ育成することを目的とする。

認定年月日 平成26年03月31日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

昼間
105単位以上 23単位 132単位 40単位 0単位 0単位

単位

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内
数）

専任教員数 兼任教員数 総教員数

90人 38人 0人 2人 14人 16人

5 人

学期制度
■前期：４月１日〜９月３０日
■後期：１０月１日〜翌年３月３１日

成績評価

■成績表：

■成績評価の基準・方法

年度初めに全学生に配布する学生便覧レッスンのアウトライ
ンに、授業科目ごとに明記。評価方法に関しては、「筆記試
験及び作品提出の有無」。基準に関しては「具体的な評価基
準」を科目ごとにそれぞれ明記。

長期休み

■学年始：４月１日
■夏　 季：７月２０日〜８月３１日
■冬　 季：１２月２１日〜翌年１月７日
■学年末：３月３１日

卒業・進級
条件

進級・卒業には年間３５単位以上及び当該年次における全
必修
科目の取得を要する。また、卒業には総計１０５単位以上の
取得
を要する。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応 ボランティア（清掃活動、献血協力、マラソン等）

専体連への参加
学友会組織

担任もしくは学科担当者からの定期的な連絡と情報把握。学
校行事等への参加を促す。保護者への定期的な連絡。希望
があれば個別修学指導。

■サークル活動：※ 同好会
発足に必要な条件を満たし
ていればサークル活動をお
こなえる。

有

就職等の
状況※２

■主な就職先、業界等（2022年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

企業：株式会社アイ工務店、株式会社ライフクリエイト、株式
会社小橋工務店、株式会社エール、大善株式会社   　業界：
建築、インテリア、ダンボール製造

（2022年度卒業者に関する2023年5月1日時点の情報）

2 2
■就職率　　　　　　　　　： 71.4

： 45.4

■卒業者数 11
■就職希望者数 7

■就職者数
：

（前回公表年月日：2022年7月1日）

■就職指導内容

1年前期/修学基礎　1年後期/キャリアデザイン･企業見学　2
年前期/就職ガイダンス①･ビジネスマナー･インターンシップ･
ビジネスアプリケーション　2年後期/適職テスト･就職ガイダン
ス②･コミュニケーションプロジェクト(企業交流会)　3年前期/
就職ガイダンス③･CtoC企業ガイダンス(校内合同企業説明
会)･就職ガイダンス④

サーティファイAi検
定スタンダード

③

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当する
か記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄

■その他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　4人

年度卒業者に関する

2023年5月1日　時点の情報）



3 名 8 ％
2022年4月1日時点において、在学者38名（2022年4月1日入学者を含む）
2023年3月31日時点において、在学者35名（2023年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

「学校生活・学業不適応」「進路変更」「経済的事情」

■中退防止・中退者支援のための取組
・ 学生の出身校を訪問した際には情報交換を行う等、教員によるきめ細かな指導の実施。
・ 入学後４月中に担任がクラス学生全員と面談を行う。
・ 年４回担任との定期面談。
・ ３日連続授業欠席の学生に対しては３日目には必ず担任が連絡をする。
・ 退学者の徴候とその対策指導チェックリスト（面談、指導記録）を作成。
・ 月に１回教員ミーティングを開催し情報共有と指導支援について協議する。
・ 保護者との連携強化。

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意
し、それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者数や進
学状況等について記載します。

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と
同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的
な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）について記載します。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　有
※有の場合、制度内容を記入
国による授業料減免制度、特待生制度（第一平田学園特別奨励金）授業料の減免措置、入学金の減免措置、入学金･授業料以外の減免措置

■専門実践教育訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
URL: http://www.cdc-de.ac.jp

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率



１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程の編成
を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方針

職業実践専門課程の基本方針である、「高等学校における教育の基礎の上に、深く専門的な程度において専修学校の教育を施す
にふさわしい授業科目を開設しなければならない。」を基にしたインテリ・プロダクト分野の教育を目的としている。また、この目的に
応じて、企業等の要請を十分に活かしつつ職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育成するために、インテリ・プロダクト分野企
業等の密接な連携により、より実践的な職業教育の質の確保に組織的に取り組んでいる。また、学生の就職先の業界における人
材の専門性に関する動向、国又は地域の産業振興の方向性、新産業の成長に伴い新たに必要となる実務に関する知識、技術、技
能などを把握するため、教育編成委員会等の委員の所属先以外の企業等へのヒアリングやアンケート等を別途実施している。

本校独自の産学協同人材育成支援システム「CtoC System」
企業や地域との交流によるさまざまな実践体験は、学生たちの武器と考えます。
CHUGOKU DESIGN COLLEGE：中国デザイン専門学校、C0MPANY：企業、COMMUNITY：地域
「CtoC System」とは、本校と企業や地域を結ぶ情報ネットワークのことです。
業界の動向や人材育成についての最新情報を共有するためのプラットホームとして、企業紹介やインターシップなどさまざまな活動
を行っています。

企業紹介／求人依頼「Young DAM」
本校卒業生や企業間の求人・求職情報、ビジネスに関する提案などの提供とコーディネートを目的としています。即戦力になる人材
や、短期間の技術アルバイト、パートの紹介にも対応。各関係者からの問い合わせは年々増えています。

企業紹介／制作依頼「DETCH（デッチ）」
企業や地域からの仕事の依頼を受け、在校生が中心になって活動する新インターンシップ制度です。
イベントの企画、デザイン制作、ショーへの協力など、学生の自由で豊かな発想を活かした取り組みが、高く評価されています。

企業紹介／交流イベント「CtoC Communication Project」
年に一度大々的に開催。CtoCの総決算ともいえる学生と教職員、企業間の交流イベント。
「Young DAM」「DETCH」を通じて培った企業との連携をより確かなものにするために、年に1回開催する交流
イベント。本校と企業等、あるいは企業同士の情報交換や交流の場となっています。

企業紹介／合同説明会「CtoC就職ガイダンス」
岡山県下のデザイン／ファッション分野の企業の方々を目の前にする、就職面談同様のガイダンス。コミュニケーションを図ることに
より就職への意識向上、マナーやプレゼン技術を実践的に試す機会として２年生を対象に３月に実施しています。

企業紹介／就業体験「インターンシップ制度」
数多くの企業の方々にご協力いただき、社会に出て仕事を体験するインターンシップ制度を充実させています。
ファッションデザイン科ビジュアルデザイン科インテリアプロダクト科では2年次に1回、
総合デザイン科では2年次に１回と4年次に２回インターンシップを実施し、自らの目標の仕事に触れる機会を設けています。







2022年度　　企業紹介／交流イベント「CtoC Communication Project」実績



【第一部】特別講演会（特別協力：異業種交流会岡山 マスカット会）

「（志、凛々しさ、艶めき、たかまり）をテーマに開発した3代目RX-7」

特別講師：小早川 隆治氏（元モータージャーナリスト）

【第二部】企業と学生との交流会（異業種交流会）

交流会では次年度卒業を迎える学生を対象にファッション・デザイン・インテリア・プロダクトなどの

デザイン業界に関わる企業様に参加いただき、情報交換会をおこないました。



自己PRのために作成したポートフォリオや名刺を持参して、直接企業の方々に猛アピール！

多くの企業の皆様にお集まりいただきまして、誠にありがとうございました！

中国デザイン専門学校スタッフ一同



2022年度　　企業紹介／合同説明会「CtoC就職ガイダンス」実績





（２）教育課程編成委員会等の位置付け



種別

①

③

③

③

③

（２）実習・演習等における企業等との連携内容

本校２年次夏期休暇中を利用し、インテリア・プロダクト分野企業等におけるインターンシップ(１週間程度)を実施。また、
本校独自の企業等からの業務委託「DETCH（デッチ）」では次に定める項目を業務として実施している。
デザイン・ファッション分野企業等からの業務委託形式。
（１）コンペティション形式業務。
（２）現場実習形式業務。
（３）依頼制作形式業務。
（４）その他、協議のうえ別途合意した業務。
それぞれ学科内で組織的にカリキュラムや授業に落とし込み、担当教員は企業等のやりとり等の窓口は行うが学生の
自主性を重んじ打合せや訪問等学生単身で行動させる。
上記すべての学修成果として企業等に終了後評価票を記入いただき、その反省改善点をまとめ学生へのフィードバック
及び「教育の質の確保・向上」に向けて参考としている。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

職業実習
夏期期間の7月〜8月にかけて、例年インターンシップ実
習に取り組む。実習期間は5日〜10日前後を設定。企業
評価を受ける事を目的とする。

大原組/アトリエsabo/土井/丹羽
設計事務所/家具のひらやま/坂
田制作所/famo.DESIGN STUDIO/
須浪亨商店/uramado kurashiki

建築・インテリア系ではオートデスク社のFusion360でよりもグラフィソフト社のArchiCADの方が適しているという委員から
の意見があった。2023年度の授業でArchiCADソフトを使用した授業を実施するために講師を新たに選出し、授業の実施
方法についての打ち合わせなどの準備を進めている。

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年間２回以上の開催をしている。(開催時期：毎年8月上旬・１月中旬)

（開催日時）

第１回　2022年8月8日　15：40～17：10　会場：本校会議室

企業等と本校の連携によるインターンシップや本校独自の企業等からの業務委託「DETCH（デッチ）」を通じ、
本校の学生にデザイン・ファッション分野企業の現場及び業務を経験させ、学内では得ることが困難な実践的で幅広い
見識と実社会への適応性を身につけさせることを目的とする。

第２回　2023年2月1日　10：30～12：00　会場：本校会議室

丹羽   雅人 株式会社丹羽建築設計事務所 代表取締役
2022年4月1日～2024年3月31
日（２年）

藤原   敏嗣 famo.DESIGN STUDIO 代表
2022年4月1日～2024年3月31
日（２年）

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況
※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

岡野　英美
特定非営利活動法人　ENNOVA OKAYAMA

理事長

2022年4月1日～2024年3月31
日（２年）

守屋   謙太郎 株式会社ケイズ・ユニット  代表取締役
2022年4月1日～2024年3月31
日（２年）

藤森   英樹 Pattern Studio SYNERGY　代表
2022年4月1日～2024年3月31
日（２年）

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿
2022年４月１日現在

名　前 所　　　属 任期



研修名「新採用職員対象研修会（新人対象の教職員資質向上講座）」
第1回２０２２年７月２０日（水）　テーマ「専修学校について、本校について」
第2回２０２２年８月１９日（金）　テーマ「教員のあり方、学校職員のあり方について、入試について」
第3回２０２２年９月２日（金）　テーマ「研修会まとめと質疑応答」

研修名「全体研修会（教職員意識の徹底、外部講師を招いてのテーマ研修）」　各30分程度
２０２２年４月２７日（水）　テーマ「防災・消火・避難について」コバヤシ防災システム
２０２２年１０月３日（月）  テーマ「防災避難訓練」岡山市北消防署
２０２３年１月２５日（水）  テーマ「社会人として知っておきたい投資の基礎知識」中銀アセットマネジメント

研修名「専修学校教員教職課程研修」（連携企業等：一般財団法人職業教育・キャリア教育財団　岡山県専修学校教員
研修委員会） B類２０２２年８月２３日(火)〜２５日（木）　内容：専修学校の概要や学生生徒指導及び授業の進め方など
専修学校教員に必要な知識を学ぶ。

研修名「ゼロ・ウェイストアクションホテル “HOTEL WHY”視察」（連携企業等：）２０２２年９月６日（火）〜７日（水）　内容：
SDGSの取り組みを学ぶ関連施設の見学等。

研修名「 NFT事業について学ぶ」（連携企業等：）２０２２年１２月２４日（土）〜２５日（日）　内容：デジタルアートの売買の
プラットフォームになり得るNFT事業の動きについて、どのような活動を行なっているのか視察。

研修名「岡山芸術交流2022」（連携企業等：岡山芸術交流実行委員会）２０２２年９月３０日（金）～１１月２７日（日）　対
象：全教職員　内容：岡山市で3年ごとに開催される国際現代美術展見学等。

研修名「職業教育・キャリア教育に携わる全ての教職員のためのキャリア・サポーター養成講座（CSM講座）」（連携企業
等：一般財団法人職業教育・キャリア教育財団・岡山県専修学校各種学校振興会）２０２２年８月２９日(月)〜３１日（水）
内容：学生生徒の職業観の熟成、職業人生の考え方などを側面支援し、学生生徒自身が自律的に取り組み、決定して
いくために、教職員に必要とされるマインド（態度や姿勢・考え方）を養成する。

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針

本校は関連分野における先進的な知識・技能等を修得するために「教職員研修規定」を定め、教職員の研修等に組織
的・継続的に取り組んでいる。（専攻分野における実務に関する知識、技術、技能を修得・向上するための研修と、授業
及び学生に対する指導力等を修得・向上するための研修）年度始めに教職員全員が研修年間計画を作成提出する他、
必要により所属長の命令によって研修を指示する場合も研修費用は学校がバックアップし全体のレベルアップに努めて
いる。

（２）研修等の実績

①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「第33回学校との懇談会」（連携企業等：岡山建築設計クラブ）２０２２年６月２５日（土）　内容：ワンデーエクササ
イズについての説明と関連企業交えた意見交換会。

研修名「インテリア･プロダクト科犬島研修」（連携企業等：）２０２２年９月２日（金）　内容：犬島精錬所美術館&家プロジェ
クト見学等。

研修名「インテリア･プロダクト科東京研修」（連携企業等：デザイン・フェスタ）２０２２年１１月１８日（金）〜２２日（火）　内
容：デザフェス視察と都内建築物およびデザイン関連施設の見学等。

②指導力の修得・向上のための研修等



研修名「電子帳簿保存法とインボイス制度への対応と実務 」（連携企業等：私学経営研究会）２０２２年１０月２０日（木）
内容：電子帳簿保存法について、インボイス制度の対応についてのセミナー。

研修名「厚労省委託事業セミナー」（連携企業等：ランゲート株式会社）２０２３年１月２４日（火）　内容：「労働契約に関す
る基本情報」をはじめ、パートや契約社員等の安定的な活躍を促進する制度「無期転換ルール」や、2022年７月に改定さ
れた「副業・兼業の促進に関するガイドライン」について解説するセミナー。

研修名「専門学校留学生担当者研修会」（連携企業等：厚生労働省）２０２２年１１月２２日（火）　内容：「出入国在留管理
行政の課題」「留学生に係る出入国審査・在留審査業務について」「専修学校留学生に対する支援について」。

研修名「MUFGビジネスセミナー」（連携企業等：三菱UFJリサーチ＆コンサルティング）２０２３年１月１３日（金）　内容：ハ
ラスメント相談窓口セミナー。

企業紹介／交流イベント「CtoC Communication Project」
年に一度大々的に開催。CtoCの総決算ともいえる学生と教職員、企業間の交流イベント。
２０２２年度「CtoC Communication Project」　２０２２年１１月２５日（金）

研修名「マスカット会」（連携企業等：）２０２２年４月１９日（火）・５月１８日（水）・６月１５日（水）・７月２０日（水）・９月２１日
（水）・１１月２５日（金）・１２月２１日（水）・２０２３年１月１８日（水）・２月１５日（水）・３月１５日（水）　内容：異業種交流会。

研修名「二級心理ウンセラー講座」（連携企業等：日本プロカウンセリング協会）２０２２年４月１７日（日）・５月２９日（日）
内容：二級心理カウンセラーの養成講座受講。

研修名「発達障害アドバイザー研修」（連携企業等：一般社団法人発達支援アドバイザー協会）２０２２年８月１８日（木）
～３月３１日（金）　内容：、発達障害の基礎知識、特徴体験、障がい体験・支援の基礎学習を行う。

研修名「ノウハウ共有オンラインセミナー～「メンタル面に問題を抱えている学生への対応・指導について」～」（連携企業
等：一般社団法人全国専門学校情報教育協会）２０２２年１２月２８日（水） 内容：メンタル面に問題を抱えている学生へ
の対応・指導についてのノウハウや情報の共有を図り、専門学校教育に活用するためのセミナー。

研修名「学生募集オンラインセミナー」（連携企業等：エデュース）２０２２年５月３１日（火） 内容：withコロナ学生募集セミ
ナー第7弾
コロナ禍3年目、今考えるべき学生募集広報戦略セミナー。

研修名「『学びのセーフティネット機能の充実強化』調査研究地域振興分科会」（連携企業等：全国高等専修学校協会）２
０２２年８月１日（月） 内容：文部科学省委託事業 学びのセーフティネット機能の充実強化高等専修学校実態調査アン
ケートの各単元の最終調整等。

研修名「「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」学びのｾｰﾌﾃｨｰﾈｯﾄ機能の充実強化（調査研究） 高等専修学
校の機能高度化に関する調査研究 合同会議」（連携企業等：全国高等専修学校協会）２０２２年１２月７日（水） 内容：
高等専修学校の実態調査アンケート調査各単元の最終調整についてや地域連携委員会の実施状況について等報告。

研修名「全国高等専修学校協会 令和4年度研修会」（連携企業等：全国高等専修学校協会）２０２２年６月８日（水）　内
容：スクールロイヤーの観点から見るリスクマネジメントについて。

研修名「全専各連中国地区協議会総会並びに研修会」（連携企業等：全専各連中国地区協議会）２０２２年７月２９日
（金）　内容：総会と研修会参加。

研修名「高等専修学校協会教職員研修」（連携企業等：高等専修学校協会）２０２２年１２月７日（水）　内容：オンライン授
業と１８歳成人のリスク回避についての研修。



研修名「社会人基礎力養成講座」（連携企業等：岡山経済研究所）２０２２年６月２４日（金）　内容：、社会人基礎力とは他
者から好感を持たれるような人間性を基盤として、能動的に業務にあたり、チームで協力しあえる能力であるとし、「ひと
を思いやった行動をする」ような当たり前のことを継続できる人材が社会に求められるのだということを自己分析やグ
ループワーク等を通じて学ぶセミナー。

研修名「レーザー<学費管理> Ver. 9.0 操作セミナー」（連携企業等：グレープシティ株式会社　レーザー事業部）２０２２年
９月１５日（木）～１０月２３日（日）　内容：学費システムの操作方法について基本的な部分を詳しく解説してくれるオンラ
インセミナー。

①専攻分野における実務に関する研修等

自主研修（各自がテーマを決めて年度内の研修を自主的に行う）
◎ 分野別企業訪問（インテリア・プロダクト分野で注目の企業への訪問）
◎ 作品企画と自主作品制作及び発表
◎ 専門分野のイベントや講演会に参加し、専門知識・技術や最新情報の収集
◎ 専門家との交流・意見交換・情報提供の企画と実施
◎ 外部から依頼のあったデザイン関連イベントにおける企画・運営及びシンポジウムパネリスト参加

②指導力の修得・向上のための研修等

① 新採用教職員の研修会（新人対象の教職員資質向上講座：7月～8月までの計3回）
② 全体研修会（教職員意識の徹底、外部講師を招いてのテーマ研修：年2回程度）
③職業教育・キャリア教育に携わる全ての教職員のための「キャリア・サポーター養成講座（CSM講座）」
④専修学校教員教職課程研修
⑤全専各連中国地区協議会総会及び研修会
⑥企業紹介／交流イベント「CtoC Communication Project」
⑦ 「CLUB CtoC」（本校独自の企業と教職員との勉強会）
⑧ 指示研修（必要により所属長の命令によって研修を指示する）

研修名「S-wing新仕様説明会」（連携企業等：穴吹カレッジサービス）２０２３年２月１６日（木）　内容：S-Wingの新しい画
面のバージョンアップ内容についてのZoom説明会。

研修名「受講者募集の勘所とポイント（プロモーション編）」（連携企業等：独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機
構岡山支部）２０２２年１０月２１日（金）　内容：受講希望者を増やすためにはどうしたらいいのかというヒントを色々と提
示してくれる講習。

（３）研修等の計画



（２）学校運営

２−４　運営方針は定められているか
２−４−１　学校の目的、目標に基づき、学校運営方針は明確に定めら
れているか
２−４−２　学校運営方針はきちんと教職員に明示され、伝わっている
か
２−４−３　学校運営方針を基に、各種諸規定が整備されているか
２− ５　事業計画は定められているか
２−５−４　学校の目的、目標を達成するための事業計画が定められて
いるか
２−５−５　学校は事業計画に沿って運営されているか
２-６　運営組織や意思決定機能は、効率的なものになっているか
２-６-６　運営組織図はあるか
２-６-７　運営組織や意思決定機能は、学校の目的、目標を達成する
ための効率的なものになっているか
２-６-８　組織の構成員それぞれの職務分掌と責任が明確になってい
るか
２-７　人事や賃金での処遇に関する制度は整備されているか
２-７-９　学校運営に必要な人材の確保と育成が行われているか
２-７-１０　人事考課制度は整備されているか
２-７-１１　昇進・昇格制度は整備されているか
２-７-１２　賃金制度は整備されているか
２-７-１３　採用制度は整備されているか
２-７-１４　教職員の増減に関する情報を明確に把握しているか
２-８　意思決定システムは確立されているか
２-８-１５　意思決定システムは確立されているか
２-８-１６　意思決定プロセスのポイントとなる仕組み（会議等）が制度
化されているか
２-８-１７　意思決定の階層・権限等は明確か
２-９　情報システム化等による業務の効率化が図られているか
２-９-１８　業務効率化を図るシステム化がなされているか

（１）教育理念・目標

１−１　理念・目的・育成人材像は定められているか
１−１−１　学校が教育を行う理念・目的・育成人材像などが、明確に定
められているか
１−１−２　理念・目的・育成人材像を実現するための具体的な計画・方
法を持っているか
１−１−３　理念・目的は、時代の変化に対応し、その内容を適宜見直
されているか
１−１−４　理念・目的・育成人材像は、教職員に周知され、また学外に
も広く公表されているか
１− ２　学校の特色はなにか
１−２−５　学校の比類ない特色として挙げられるものがあるか
１− ３　学校の将来構想を抱いているか
１−３−６　学校の将来構想を描き、３〜５年程度先を見据えた中期的
構想をいだいているか

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表しているこ
と。また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、学校関係者として、卒業生、保護者とともに、各専攻分野企業等か
ら委員が参画した学校関係者評価委員を設置。特に、企業等との密接な連携による取り組みを重要と考え、学校評価を
通じた組織的・継続的な教育活等の改善を基本方針と考えている。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目



（３）教育活動

 ３-１０　各学科の教育目標、育成人材像は、その学科に対応する業
界の人材ニーズに向けて正しく方向付けられているか
３-１０-１　各学科の教育目標、育成人材像は、その学科に対応する
業界の人材ニーズに向けて正しく方向付けられているか
３-１１　各学科の教育目標、育成人材像を構成する知識、技術、人間
性等は、業界の人材ニーズレベルに照らして、また学科の教育期間
を勘案して、達成することが可能なレベルとして、明確に定められてい
るか
３-１１-２　各学科の教育目標、育成人材像を構成する知識、技術、
人間性等は業界の人材ニーズレベルに照らして、また学科の教育期
間を勘案して、到達する事が可能なレベルとして、明確に定められて
いるか
３-１２　カリキュラムは体系的に編成されているか
３-１２-３　学科のカリキュラムは、目標達成に向け十分な内容でかつ
体系的に編成されているか
３-１２-４　カリキュラムの内容について、業界など外部者の意見を反
映しているか
３-１２-５　カリキュラムを編成する体制は明確になっているか
３-１２-６　カリキュラムを定期的に見直しているか
３-１３　学科の各科目は、カリキュラムの中で適正な位置づけをされ
ているか
３-１３-７　学科の各科目は、カリキュラムの中で適正な位置付けをさ
れているか
３-１３-８　各科目の指導内容、方法等を示したシラバスが作成されて
いるか
３-１３-９　各科目の一コマの授業について、その授業のシラバスが作
成されているか
３-１４　授業評価の実施・評価体制はあるか
３-１４-１０　学生による授業評価を実施しているか
３-１４-１１　授業内容の設計や教授法等の現状について、その適否
につき学科や学校として把握・評価する体制があるか
３-１５　育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を
確保しているか
３-１５-１２　学科の育成目標に向け授業を行うことができる要件（専
門性・人間性・教授力・必要資格等）を備えた教員を確保しているか
３-１５-１３　教員の専門性レベルは、業界レベルに十分対応している
か
３-１５-１４　教員の専門性を適宜把握し、評価しているか
３-１５-１５　教員の専門性を向上させる研修を行っているか
３-１５-１６　教員の教授力（インストラクションスキル）を適宜把握し、
評価しているか
３-１５-１７　教員の教授力（インストラクションスキル）を向上させる研
修を行っているか
３-１５-１８　教員間（非常勤講師も含めて）で適切に協業しているか
３-１５-１９　非常勤講師間で適切に協業しているか
３-１５-２０　非常勤講師の採用基準は明確か
３-１６　成績評価・単位認定の基準は明確になっているか
３-１６-２１　成績評価・単位認定の基準は明確になっているか
３-１６-２２　他の高等教育機関との間の単位互換に関する明確な基
準があるか
３-１７　資格取得の指導体制はあるか
３-１７-２３　目標とする資格はカリキュラムの上で明確に定められて
いるか
３-１７-２４　目標とする資格の取得をサポートできる教育内容になっ
ているか
３-１８　キャリア教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法などが
実施されているか
３-１８-２５　キャリア教育が行われているか
３-１８-２６　キャリア教育の実効性は検証されているか



（４）学修成果

 ４-１９　就職率(卒業者就職率・求職者就職率・専門就職率)の向上
が図られているか
４-１９-１　学生の就職に関する目標を達成したか
４-１９-２　就職成果との推移に関する情報を明確に把握しているか
４-２０　資格取得に関する目標を達成したか
４-２０-３　資格取得に関する目標を達成したか
４-２０-４　資格取得者数とその推移に関する情報を明確に把握して
いるか
４-２１　退学率の低減に関する目標を達成したか
４-２１-５　退学率の低減に関する目標を達成したか
４-２１-６　入退学者数とその推移に関する情報を明確に把握してい
るか
４-２２　卒業生・在校生は社会で活躍し、評価を得ているか
４-２２-７　卒業生は社会で活躍し、評価を得ているか
４-２２-８　卒業生の例として特筆すべきものを記述できるか
４-２２-９　在学生や卒業生の作品や発表が、外部のコンテスト等で
評価されたか
４-２２-１０　在学生や卒業生の作品や発表が、外部のコンテスト等で
評価された例として特筆すべきものを記述できるか



（５）学生支援

５-２３　就職・進学指導に関する体制は整備され、有効に機能してい
るか
５-２３-１　学生の就職・進学指導に関する体制は整備され、有効に機
能しているか
５-２３-２　就職に関する説明会を実施しているか
５-２３-３　就職に関する学生個別相談を実施しているか
５-２３-４　就職の具体的活動（履歴書の書き方など）に関する指導を
実施しているか
５-２４　学生相談に関する体制は整備され、有効に機能しているか
５-２４-５　学生相談に関する体制は整備され、有効に機能しているか
５-２４-６　学生相談室を開設しているか
５-２４-７　学生からの相談に応じる専用カウンセラーがいるか
５-２４-８　留学生に対する学生相談体制は整備され、有効に機能し
ているか
５-２５　学生の経済的側面に対する支援が全体的に整備され、有効
に機能しているか
５-２５-９　学生の経済的側面に対する支援が全体的に整備され、有
効に機能しているか
５-２５-１０　奨学金制度が整備され、有効に機能しているか
５-２５-１１　学費の分納制度等、学生を経済的に支援する制度が整
備され、有効に機能しているか
５-２６　学生の健康管理を担う組織体制があり、有効に機能している
か
５-２６-１２　定期的に健康診断を行うなど学生の健康面への支援体
制はあるか
５-２６-１３　学生の健康管理を担う組織体制があり、有効に機能して
いるか
５-２６-１４　学生からの健康相談等に専門に応じる医師・看護士等が
いるか
５-２７　課外活動に対する支援体制は整備され、有効に機能している
か
５-２７-１５　スポーツ等のクラブ活動、ボランティア活動その他、課外
活動に対する支援体制は整備され、有効に機能しているか
５-２８　学生寮等、学生の生活環境への支援は行われているか
５-２８-１６　遠隔地出身者のための学生寮等、学生の生活環境への
支援は行われているか
５-２９　保護者と適切に連携しているか
５-２９-１７　保護者と適切に連携しているか
５-３０　卒業生への支援体制はあるか
５-３０-１８　同窓会が組織化され、活発な活動をしているか
５-３０-１９　卒業生をフォローアップする体制が整備され、有効に機
能しているか



（７）学生の受入れ募集

７-３４　学生募集活動は適正に行われているか
７-３４-１　学生募集活動は適正に行われているか
７-３４-２　学校案内等は志望者・保護者等の立場に立った分かり易
いものとなっているか
７-３４-３　志望者等の問い合わせ・相談に対応する体制があるか
７-３４-４　募集定員を満たす募集活動となっているか
７-３５　就職実績、資格取得実績、卒業生の活躍の教育成果は、学
生募集に貢献したか
７-３５-５　就職実績、資格取得実績、卒業生の教育成果は、学生募
集に貢献したか
７-３５-６　卒業生の活躍の教育成果が学生募集に貢献したかどうか
正しく認識する根拠を持っているか
７-３６　入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われているか
７-３６-７　入学選考は、適正かつ公平な基準に基づき行われている
か
７-３６-８　入学選考に関する情報とその推移を学科ごとに正確に把
握しているか
７-３７　学納金は妥当なものとなっているか
７-３７-９　学納金は、教育内容、学生および保護者の負担感等を考
慮し、妥当なものとなっているか
７-３７-１０　学納金に関する情報とその推移を学科ごとに正確に把握
しているか

（６）教育環境

 ６-３１　施設・設備は、教育上の必要性に十分対応出来るよう整備さ
れているか
６-３１-１　施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備
されているか
６-３１-２　施設・設備のメンテナンス体制が整備され、有効に機能し
ているか
６-３１-３　施設・設備の更新に関する計画を立て、計画通りに更新し
ているか
６-３２　学外実習、インターンシップ、海外研修等について十分な教育
体制を整備しているか
６-３２-４　学外実習、インターンシップ、海外研修等について外部の
関係機関と連携し、十分な教育体制を整備しているか
６-３２-５　学外実習、インターンシップ、海外研修等について、その実
績を把握し教育効果を確認しているか
６-３３　防災に対する体制は整備されているか
６-３３-６　防災に対する体制は整備され、有効に機能しているか
６-３３-７　災害を起こす可能性のある設備・機器等の情報は十分に
伝えられているか
６-３３-８　実習時等の事故防止の体制は十分か
６-３３-９　万が一の災害が起きた場合に備えた保険等の処置は十分
なものとなっているか
６-３３-１０　防災訓練を実施しているか



種別
企業等委
員
企業等委
員

藤森   英樹 Pattern Studio SYNERGY　代表
2022年4月1日～2024年3月31
日（２年）

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況

学校関係者者の評価結果や改善方策等のうち、特に企業等から参画した委員の意見については、学科の「カリキュラム
や授業等の作成・見直し等」「産学官連携によるインターンシップ、実習等」「教職員の研修等」の教育活動やその他「教
育理念・目的・育成人材像」「学生支援」等学校運営の改善等に活かせるよう考え取り組んでいる。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　2022年4月1日現在

名　前 所　　　属 任期

守屋   謙太郎 株式会社ケイズ・ユニット  代表取締役
2022年4月1日～2024年3月31
日（２年）

（８）財務

８-３８　中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか
８-３８-１　中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか
８-３８-２　主要な財務数値に関する情報とその推移を正確に把握し
ているか
８-３９　予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか
８-３９-３　年度予算、中間計画は、目的・目標に照らして、有効かつ
妥当なものとなっているか
８-３９-４　予算は計画に従って妥当に執行されているか
８-４０　財務について会計監査が適正に行われているか
８-４０-５　財務について会計監査が適正に行われているか
８-４０-６　会計監査を受ける側・実施する側の責任体制、監査の実
施スケジュールは妥当なものか
８-４１　財務情報公開の体制整備はできているか
８-４１-７　私立学校法における財務情報公開の体制整備はできてい
るか
８-４１-８　私立学校法における財務情報公開の形式は考えられてい
るか

（９）法令等の遵守

９-４２　法令、設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか
９-４２-１　法令や専修学校設置基準等が遵守され、適正な運営がな
されているか
９-４２-２　法令や専修学校設置基準の遵守に関して、教職員・学生
等に対する啓発活動を実施しているか
９-４３　個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか
９-４３-３　志願者、学生や卒業生および教職員等学校が保有する個
人情報に関し、その保護のための対策がとられているか
９-４３-４　個人情報に関して、教職員・学生等に対する啓発活動を実
施しているか
９-４４　自己点検・自己評価の実施と問題点の改善に努めているか
９-４４-５　自己点検・自己評価を定期的に実施し、問題点の改善に
努めているか
９-４４-６　自己点検・自己評価に関する方針は確立されているか
９-４４-７　自己点検・自己評価に関する方針は関係者に対して正確
に伝わっているか
９-４５　自己点検・自己評価結果の公開はしているか
９-４５-８　自己点検・自己評価結果は公開しているか
９-４５-９　自己点検・自己評価結果の公開に関する方針は確立され
ているか
９-４５-１０　自己点検・自己評価結果の公開に関する方針は関係者
に対して正確に伝わっているか

（１０）社会貢献・地域貢献

１０-４６　教育資源を活かした社会貢献
１０-４６-１　教育資源を活かした社会貢献をしているか
１０-４７　ボランティア活動の支援
１０-４７-２　ボランティア活動の支援をしているか

（１１）国際交流



企業等委
員
企業等委
員
企業等委
員

PTA

卒業生

（８）学校の財務 ●貸借対照表、収支計算書

（９）学校評価
●自己評価・学校関係者評価の結果
●評価結果を踏まえた改善方策

（１０）国際連携の状況

（１１）その他 ●学校運営の状況に関するその他の情報

※（１０）及び（１１）については任意記載。

（３）教職員
●教職員数（職名別）
●教職員の組織、教員の専門性

（４）キャリア教育・実践的職業教育
●キャリア教育への取組状況
●実習・実技等の取組状況
●就職支援等への取組支援

（５）様々な教育活動・教育環境
●学校行事への取組状況
●課外活動（部活動、サークル活動、ボランティア活動等）

（６）学生の生活支援 ●学生支援への取組状況

（７）学生納付金・修学支援
●学生納付金の取扱い（金額、納入時期等）
●活用できる経済的支援措置の内容等（奨学金、授業料減免等の案
内等）

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状
況に関する情報を提供していること。」関係

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

本校の学生が、どのようなカリキュラムを通じて知識・技術・技能を修得しているのか、また、質の高い教育プログラムを
提供するために、学校としてどのような工夫・改善に取り組んでいるか等を具体的な教育情報を分かりやすく公表し、本
校の特色ある教育活動を積極的に発信している。さらに、本校の基本的な教育組織等に関する情報のほか、教育情報
の積極的な公表を通じて、本校教育の質の確保・向上を図ることが重要と考えている。以上情報提供の基本方針として
取り組んでいる。
（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画
●学校の教育・人材養成の目標及び教育指導計画、経営方針、特色
●校長名、所在地、連絡先等
●学校の沿革、歴史

（２）各学科等の教育

●入学者に関する受入れ方針及び入学者数、収容定員、在学学生
数
●カリキュラム（科目配当表（科目編成・授業時間数）、時間割、使用
する教材など授業方法及び内容、年間の授業計画）
●進級・卒業の要件等（成績評価基準、卒業・修了の認定基準等）
●学習の成果として取得を目指す資格、合格を目指す検定等
●資格取得、検定試験合格等の実績
●卒業者数、卒業後の進路（進学者数・主な進学先、就職者数・主な
就職先）

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（◎ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL:URL: http://www.cdc-de.ac.jp/info/release/

公表時期：２０２３年６月

奥辻　慈香 中国デザイン専門学校 教育助成会 会長
2022年4月1日～2023年3月31
日（1年）教育助成会任期によ
る

藤若　典弘（委員長）
有限会社ヴィジョンイメージファクトリー

代表取締役

丹羽   雅人 株式会社丹羽建築設計事務所 代表取締役
2022年4月1日～2024年3月31
日（２年）

2021年4月1日～2023年3月31
日（２年）

藤原   敏嗣 famo.DESIGN STUDIO 代表
2022年4月1日～2024年3月31
日（２年）

山下   忠義 株式会社Bit 代表取締役
2022年4月1日～2023年3月31
日（１年）



（　◎ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）
URL: http://www.cdc-de.ac.jp/info/release/

（３）情報提供方法
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1 ○ 体育実習

夏期に3日間の集中講座を行う。履修者はバ
ドミントン、テニス、アクティビティから
選択する。どの科目も基礎的なフォームか
ら学び、初級、中級、上級コースで自分に
あったレベルの技術を習得する。

１ 34 1 ○ ○ ○

2 ○ デザイン概論

テキスト「クリエイティブ•アイデアのヒミ
ツとヒケツ」を使って講義をおこなう。そ
の他制作プロセスを知るためのデザイン制
作も行う。

１
前

17 1 ○ ○ ○

3 ○ 修学基礎

学校生活を円滑に送れるようにルールやシ
ステムの理解を促すとともに、社会人基礎
力につて学ぶ。また自己理解・他社理解を
行い、学校生活での目標設定を定める。

１
前

17 1 ○ ○ ○

4 ○
色彩士検定３
級

色彩において、必要に応じ、正確に色彩に
ついて理解し提案できる能力を身に付け
る。色彩士検定３級合格を目指す。

１
前

17 1 ○ ○ ○

5 ○
ベーシックデ
ザイン（立
体）

図面、図法の基本を理解する。立体をイ
メージし、平面上で製図をし、立体に組み
立て表現する。蛇腹折りでは上記プロセス
に手作業をプラスし、ねばり強くデザイン
する姿勢を身につける。

１
前

51 3 ○ ○ ○

6 ○
ベーシックデ
ザイン（デッ
サン）

鉛筆デッサンを中心に、指定されたモチー
フを紙に描く。

１
前

34 2 ○ ○ ○

7 ○
ベーシックデ
ザイン（色
彩）

テキストを用いて各単元ごとにプリントを
通じて知識を身につけていくとともに、一
単元、一課題で理解を深めていく。

１
前

34 2 ○ ○ ○

8 ○
ベーシックデ
ザイン（ク
ロッキー）

15分単位で学生にモデルになってもらって
クロッキーをする。授業ごとにポーズを変
えたり、アイテムを持ったりして、様々な
ポーズを描く。重心、バランス、骨格など
描く上で必要な要素を学ぶ。

１
前

34 2 ○ ○ ○

授業科目等の概要

（造形専門課程インテリア・プロダクト科）   
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授業科目名 授業科目概要
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当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数
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業
等
と
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連
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9 ○
キャリアデザ
イン

仕事、職場のシュミレーションとして共同
作業、グループワークをおこなう。

１
後

17 1 ○ ○ ○

10 ○ 夏期集中講座
通常授業にはない各専門分野に特化した授
業内容を3日間の実習または講義形式で行
う。

１
前

34 2 ○ ○ ○

11 ○ 冬期集中講座
通常授業にはない各専門分野に特化した授
業内容を3日間の実習または講義形式で行
う。

１
後

17 1 ○ ○ ○

12 ○ 図法

各種投影図法に関する講義と、製図道具と
して不可欠な三角ｽｹｰﾙを使い、図面の作図
演習を密接に結び付け、ｽｹｰﾙ感覚を修得す
る。ﾌﾘｰﾊﾝﾄﾞｽｹｯﾁや、図面の美的構成といっ
た観点からも、作図という実践を通じて体
得する。

１
前

51 3 ○ ○ ○

13 ○ 素材加工①
加工方法の説明→デザイン・設計→制作→
文章と口答でのプレゼンテーションを3度繰
り返し行なう。

１
前

51 3 ○ ○ ○

14 ○ 素材加工②

服飾雑貨制作を中心に縫製の基本的な技術
を学ぶ。エプロン、バッグなどを共通課題
として制作。布地の裁断、ミシン縫製、仕
上げをおこなう。

１
前

51 3 ○ ○ ○

15 ○ 素材加工③
スタイロフォームやバルサ材などのさまざ
まな素材を使った模型制作の技術を身につ
けるための演習をおこなう。

１
前

51 3 ○ ○ ○

16 ○ ＰＣ入門

Adobe IllustratorとPhotoshopの基本操作
の説明。オブジェクトの作成・編集方法を
学ぶ。課題制作では、配布のIllustratorド
リルを制作する。Photoshopでは簡単な画像
編集と、Illustratorへの画像のリンクの仕
方を学ぶ。

１
前

16 1 ○ ○ ○

17 ○
スペースデザ
イン入門

身近な場所を決定してその場所の寸法を測
りそれを５０分の１の図面とする。そして
その図の平面を利用して自分独自の場所を
作ってみる。平面図・断面図・完成予想図
を作成する。完成予想図にはその部屋にい
る自分自身を入れて表現する。

１
後

34 2 ○ ○ ○

18 ○ 家具入門

家具を作る上で主要な素材となる木材の加
工法の基礎を身につける。講義を交えて実
際に手を動かして小物を作る事で素材や用
具に対する理解を深める。

１
後

51 3 ○ ○ ○

19 ○ 雑貨入門

平面でアイデアを考えられる作品制作から
徐々に立体でアイデアを考える作品制作を
していく。素材のあつかいと工具の使用を
身につける。機能やしくみを考え、各々の
作品に適した寸法や構造、寸法を導き出せ
るようになる。

１
後

51 3 ○ ○ ○



20 ○
セラミック入
門

陶土での基礎的な成型方法・加飾方法を学
ぶ。アイデアスケッチ、成形、焼成などの
各過程を知ることで土が作品に変化してい
く様がわかる。たまづくりで腕、ひもづく
りでふたもの、たたらづくりで皿を作る。

１
後

51 3 ○ ○ ○

21 ○
ジュエリー入
門

切る・接合する・曲げる・延ばすなどの基
本的な加工方法を一つの技術で一つの作品
を制作しながら確実にマスターしていく。
２年次、３年次にいくつかの技術を複合し
て作品制作する時に高品質なモノが作れる
ように徹底的に基礎を重視して授業を進め
る。

１
後

51 3 ○ ○ ○

22 ○
プレゼンテー
ションⅠ

進級制作と連動して、作品イメージを伝え
る為のプレゼンボードをPCを使って制作す
る。

１
後

51 3 ○ ○ ○

23 ○ ＣＡＤ入門

ＣＡＤにて図面が描くことができるように
なる。スケール感や寸法との比較ができる
ようになる。
簡単な家具図面やインテリアの図面を描く
ことができるようになる。今後の自分たち
の課題等にいかせるようになる。

１
後

34 2 ○ ○ ○

24 ○
ライフデザイ
ン①

クラスでの活動を通じて計画性、協調性を
身に付けデザイナーとしての能力向上を目
指す。

１
前

119 1 ○ ○ ○ ○

25 ○
ライフデザイ
ン②

クラスでの活動を通じて計画性、協調性を
身に付けデザイナーとしての能力向上を目
指します。

１
後

34 1 ○ ○ ○ ○

26 ○ 進級制作Ⅰ

指定された段ボールを用いて、椅子を制作
する。キーワード①椅子の置かれる環境②
身体的な寸法との関係③美的感覚④材料の
特性を活かす⑤大人が座っても耐えられる
強度⑥効果的なプレゼンテーション…。成
果物として①段ボール椅子（1脚）②プレゼ
ンテーションボード（B2サイズ）

１
後

153 2 ○ ○ ○

27 ○
情報デザイン
検定

情報デザイン力は「社会で働き始める人に
必要な力」。情報を分かりやすく使った
り、伝える事ができるようになり、コミュ
ニケーション力が高まる。

２
前

17 1 ○ ○ ○

28 ○ フリーゼミ

広告、出版、アート、アニメ、マンガ、プ
ロダクト、インテリアなどの業界につい
て、ワークショップなども交えながら講義
を受ける。

２
前

16 1 ○ ○ ○ ○

29 ○
インターン
シップ

夏期期間の7月〜8月にかけて、例年イン
ターンシップ実習に取り組む。実習期間は5
日〜10日前後を設定。企業評価を受ける事
を目的とする。

２
前

17 1 ○ ○ ○ ○

30 ○ 夏期集中講座
通常授業にはない各専門分野に特化した授
業内容を3日間の実習または講義形式で行
う。

２
前

34 2 ○ ○ ○



31 ○ 冬期集中講座
通常授業にはない各専門分野に特化した授
業内容を3日間の実習または講義形式で行
う。

２
後

17 1 ○ ○ ○

32 ○ 職業実習

夏期期間の7月〜8月にかけて、例年イン
ターンシップ実習に取り組む。実習期間は5
日〜10日前後を設定。企業評価を受ける事
を目的とする。

２ 65 1 ○ ○ ○ ○

33 ○ 建築法規

建築物の災害から国民の生命、健康、財産
などを保護するために建築の最低基準を中
心に、建築士法・建築業法の関連法令を学
ぶ。

２
前

34 2 ○ ○ ○

34 ○ 建築設備
教科書に基づき、建築設備の各内容を役割
と主旨を把握しながら学習する。

２
前

34 2 ○ ○ ○

35 ○
建築製図Ⅱ①
-a

木造平屋建の図面トレースによって各図面
を理解するとともに、建築的条件のもと、
身近な住宅を自らプランニングしたもの
を、各図面で表現する。

２
前

34 2 ○ ○ ○

36 ○
建築製図Ⅱ①
-b

木造２階建の図面トレースによって平屋建
にはなかった、上・下階の空間的なつなが
り（階段の取り方）を理解するとともに、
建築的条件のもと、身近な住宅を自らプラ
ンニングしたものを、各図面で表現する。

２
前

34 2 ○ ○ ○

37 ○
建築製図Ⅱ②
-a

岡山建築設計クラブ主催のワンデーエクサ
サイズに参加します。ワンデーエクササイ
ズ終了後は進級制作に移ります。

２
後

34 2 ○ ○ ○

38 ○
建築製図Ⅱ②
-b

岡山建築設計クラブ主催のワンデーエクサ
サイズに参加します。ワンデーエクササイ
ズ終了後は進級制作に移ります。

２
後

34 2 ○ ○ ○

39 ○ ＣＡＤⅠ
CADソフトを利用しての立体図や建築図面の
作図法を身につける。

２
前

34 2 ○ ○ ○

40 ○
スペースデザ
イン演習Ⅰ

瀬戸内海に面した南向きの穏やかな傾斜地
で床面積50平方メートル程度の別荘の設計
をしてもらいたいと思います。

２
前

34 2 ○ ○ ○

41 ○
スペースデザ
イン演習Ⅱ

２年次のまとめである進級制作を最後のプ
レゼンテーションを含めて考えて制作す
る。

２
後

34 2 ○ ○ ○



42 ○ 建築環境
教科書に基づき、環境・設備の各内容を主
旨を把握しながら学習する。

２
後

34 2 ○ ○ ○

43 ○ 建築計画

建築物を取り巻く自然環境と都市環境に関
する基本的要素とその中で快適な室内環境
を作り出すために必要な方法など建築的な
事項を学習する。

２
後

34 2 ○ ○ ○

44 ○ 家具演習Ⅰ

自分で考案した家具を、模型制作→作図→
積算→材料手配→制作の順に計画的に制作
します。手加工が前提ですが、場合によっ
ては機械も使用します。

２
前

51 3 ○ ○ ○

45 ○ 家具演習Ⅱ

本講座は後期の始めから10回実施する。成
形合板の技術を用いて、製品をデザインす
る。一つの型を用いて定められた材料をど
のようにして価値あるものにするか挑戦し
てみる。

２
後

27 1.5 ○ ○ ○

46 ○ 雑貨演習Ⅰ

樹脂製のキーホルダー制作。各自オリジナ
ルのキーホルダーをデザインし、粘土等で
原型を制作後、シリコーンゴムで型どり
し、樹脂で成形する。
レプリカを制作する為の工具や材料の加工
テクニックを学習する。

２
前

51 3 ○ ○ ○

47 ○ 雑貨演習Ⅱ
進級や卒業制作を意識し市場に出回ってい
る商品のレプリカを制作することで、技法
や制作プロセスについて学習する。

２
後

27 1.5 ○ ○ ○

48 ○
ジュエリー演
習Ⅰ

モノを作るにあたっての段取り（作業を進
める順序）や、どの部分から作り始めれば
よいのか工程重視で授業を進める。あわせ
てコスト・計算・プレゼンテーションなど
がスムーズにできるようにし、学生個々の
弱いところの克服・強化を目指す。

２
前

51 3 ○ ○ ○

49 ○
ジュエリー演
習Ⅱ

手吹き･遠心鋳造･真空吸引鋳造･高周波真空
加圧鋳造etc、ロスト･ワックス･キャスティ
ングの原理から量産の方法までを理解し、
実際に圧迫を使用した手吹き法で、すべて
を通しで個人で行うことにより完全にマス
ターし、作品作りの幅を広げ、今後に活か
せるようにする。

２
後

27 1.5 ○ ○ ○

50 ○
インテリア
コーディネー
ター演習Ⅰ

教科書を中心に、インテリアの歴史、計
画、各エレメントについて学習する。将来
的に資格取得ができるよう目指す。

２
前

34 2 ○ ○ ○

51 ○
インテリア
コーディネー
ター演習Ⅱ

教科書を中心に、インテリアの歴史、計
画、各エレメントについて学習する。将来
的に資格取得ができるよう目指す。

２
後

34 2 ○ ○ ○

52 ○
３ＤＣＧ演習
Ⅰ

3DCGソフトの使い方をマスターする。
２
前

51 3 ○ ○ ○



53 ○
プロダクト企
画Ⅰ

デザインフェスタに参加出展するためのグ
ループ編成、企画を立てる。３，０００円
で販売する商品を企画する。出展申込、手
続き等も授業の中でおこなう。

２
前

32 2 ○ ○ ○

54 ○
プロダクト制
作Ⅰ

１期のﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ企画に基き、作品制作をす
る。ｻﾝﾌﾟﾙ制作では、自分のねらいに近づけ
るための工夫をしながら、試作をくりかえ
す。作品制作では、作る方法・材料の価
格・制作時間などを考慮し、効率よく生産
する。

２
前

32 2 ○ ○ ○

55 ○
プロダクト販
売Ⅰ

展示会に必要な販売促進グッズなど作品を
向上させるアイテムを制作する。チームご
との取り組みで、計画性、協調性を養い、
自分たちが制作した作品がより良く感じら
れるようなディスプレイを経験する。ま
た、会計資料を作成することで資金面での
流れや取り組みの重要性を経験する。販売
でのマナーを学ぶ。

２
後

34 2 ○ ○ ○

56 ○
プロダクト展
示Ⅰ

販売企画と連動し、ディスプレイの制作を
する。展示効果を考えた設計をする。
搬出入を予想し、組み立てや分解・運搬の
容易ディスプレイを制作する。

２
後

34 2 ○ ○ ○

57 ○
プレゼンテー
ションⅡ

進級制作・卒業制作のプレゼンテーション
の中で、模型制作に絞り込んだ制作を行
う。

２
後

51 3 ○ ○ ○

58 ○
パースペク
ティブ①

２年次に習得した１点パースを確実なもの
にし、色彩で色付けを習得する。木や石な
ど建築で使うものを色で正確に表現できる
ようにする。

２
後

34 2 ○ ○ ○

59 ○
ライフデザイ
ン③

クラス内で行事に取り組む。
２
前

119 1 ○ ○ ○

60 ○
ライフデザイ
ン④

クラス内で行事に取り組む。
２
後

34 1 ○ ○ ○

61 ○
コンセプトメ
イキングⅠ

演習からコンセプトの作成方法を理解す
る。また、進級制作テーマを基にコンセプ
トメイキングを行い、制作内容の企画をた
てる。なお、自らたてた制作スケジュール
に添って制作を行い、自主性を強化する。

２
前

34 1 ○ ○ ○

62 ○ ゼミⅠ

今まで学習してきたことをベースに、アイ
ディアスケッチ・図面・モデル・プレゼン
テーションといつた開発プロセスにそっ
て、スケジュールを立て、オリジナリ
ティーのある作品を制作する。

２
前

51 1.5 ○ ○ ○ ○



63 ○ ゼミⅡ
身の回りの造形や人間の行為に着目し、機
能を持つアイテムのデザインにどのように
昇華させるかを、実習を通して学ぶ。

２
後

51 1.5 ○ ○ ○ ○

64 ○ 進級制作Ⅱ①
進級制作の作品づくりに必要な設計図書の
作成を行い、揃った内容を作品として完成
するまでを行う。

２
後

79 1 ○ ○ ○

65 ○ 進級制作Ⅱ②
進級制作の作品づくりに必要な設計図書の
作成を行い、揃った内容を作品として完成
するまでを行う。

２
後

72 1 ○ ○ ○ ○

66 ○
進級制作Ⅱ②
(4期)

進級制作の作品づくりに必要な設計図書の
作成を行い、揃った内容を作品として完成
するまでを行う。

２
後

47 1 ○ ○ ○ ○

67 ○
進級制作Ⅱ③
(4期)

進級制作展での作品をより魅力的に見せる
ための計画、準備をする。

２
後

47 1 ○ ○ ○

68 ○
進級制作Ⅱ④
(4期)

進級制作の作品を制作する。
２
後

47 1 ○ ○ ○

69 ○
進級制作Ⅱ⑤
(4期)

進級制作の作品を制作する。
２
後

47 1 ○ ○ ○

70 ○ 夏期集中講座
通常授業にはない各専門分野に特化した授
業内容を3日間の実習または講義形式で行
う。

３
前

34 2 ○ ○ ○

71 ○ 冬期集中講座
通常授業にはない各専門分野に特化した授
業内容を3日間の実習または講義形式で行
う。

３
後

17 1 ○ ○ ○

72 ○ 海外研修

各自グループになり、スケジュールは全て
学生が決めて自分達で行動する。
参加者は事前にリサーチ、スケジュール作
成などをして、研修後には報告会を実施す
る。

３ 98 1 ○ ○ ○ ○

73 ○
スペースデザ
イン演習Ⅲ

木造住宅を題材に、伏図・軸組図を理解
し、木造建築物がどのような部材・寸法で
構成されているのかを修得する。

３
前

34 2 ○ ○ ○



74 ○
スペースデザ
イン演習Ⅳ

前半部分ではｸﾞﾙｰﾌﾟ製作によるﾜﾝﾃﾞｰｴｸｻｻｲ
ｽﾞを中心に製作を行う。後半では３年間の
個人での総決算である卒業制作の製作を行
う。合評会のあとよりよい作品展示に向け
ての手直しをしていく。

３
後

34 2 ○ ○ ○

75 ○ 建築法規

建築物の災害から国民の生命、健康、財産
などを保護するために建築の最低基準を中
心に、建築士法・建築業法の関連法令を学
ぶ。

３
前

34 2 ○ ○ ○

76 ○ 建築設備
教科書に基づき、建築設備の各内容を役割
と主旨を把握しながら学習する。

３
前

34 2 ○ ○ ○

77 ○ 建築環境
教科書に基づき、環境・設備の各内容を主
旨を把握しながら学習する。

３
後

34 2 ○ ○ ○

78 ○ 都市計画
都市の成り立ちや機能を考え、その都市で
暮らす人にとって有効な建造物を計画する
ことを学ぶ。

３
後

34 2 ○ ○ ○

79 ○ 建築製図Ⅲ
住宅の各部詳細図・展開図・建具表のト
レースを行なうことで、より実践的な力を
身につける。

３
前

34 2 ○ ○ ○

80 ○ 建築製図Ⅳ
岡山建築設計クラブ主催のワンデーエクサ
サイズに参加します。ワンデーエクササイ
ズ終了後は進級制作に移ります。

３
後

34 2 ○ ○ ○

81 ○ ＣＡＤⅡ

スペースデザインコースの学生は、木造か
らＲＣ造の図面が描けるようになる。レイ
ヤー・線の太さなど図面での表現も増や
す。家具コース、ジュエリーコースの学生
はＣＡＤで自分のつくるものの図面を正確
に描くことができるようになる。ＣＡＤ検
定にも対応。

３
前

34 2 ○ ○ ○

82 ○ 家具演習Ⅲ
箱もの家具のしくみやその制作方法につい
て調べ、実際に制作する過程で、加工につ
いての留意点などのコツを体得する。

３
前

51 3 ○ ○ ○

83 ○ 家具演習Ⅳ

今まで習得した知識、技能を更に発展さ
せ、自ら設定した目標に向かって制作活動
をおこなう。教員に報告、確認をしながら
進める事も重要になる。

３
後

27 1.5 ○ ○ ○



84 ○ 雑貨演習Ⅲ

レプリカを制作する為の工具や材料の加工
テクニックを学習する。
樹脂製のキーホルダー制作。各自オリジナ
ルのキーホルダーをデザインし、粘土等で
原型を制作し、シリコーンゴムで型どり
後、樹脂で成形する。３面または複数型の
制作。

３
前

51 3 ○ ○ ○

85 ○ 雑貨演習Ⅳ
進級や卒業制作を意識し市場に出回ってい
る商品のレプリカを制作することで、技法
や制作プロセスについて学習する。

３
後

27 1.5 ○ ○ ○

86 ○
ジュエリー演
習Ⅲ

作品の精度を上げる。作ること以外の周辺
知識の強化を計る。卒業後ブランドの立ち
上げなどの場合困らないように知識・技術
を得るべく資料を集め研究した上であらゆ
るジュエリーにチャレンジする。

３
前

51 3 ○ ○ ○

87 ○
ジュエリー演
習Ⅳ

１～３年でやってきたことの集大成。各々
進むべく道に沿った作品を時間をかけ計画
的に制作。時間的に学べなかったが是非在
学中に習得したい技術・深く追求したい技
術などを指導。プロとしての心構え、商知
識の徹底。

３
後

27 1.5 ○ ○ ○

88 ○
インテリア
コーディネー
ター演習Ⅲ

教科書を中心に、インテリアの歴史、計
画、各エレメントについて学習する。将来
的に資格取得ができるよう目指す。

３
前

34 2 ○ ○ ○

89 ○
インテリア
コーディネー
ター演習Ⅳ

教科書を中心に、インテリアの歴史、計
画、各エレメントについて学習する。将来
的に資格取得ができるよう目指す。

３
後

34 2 ○ ○ ○

90 ○
３ＤＣＧ演習
Ⅱ

3DCGソフトの使い方をマスターする。
３
前

51 3 ○ ○ ○

91 ○
プロダクト企
画Ⅱ

デザインフェスタに参加出展するためのグ
ループ編成、企画を立てる。５，０００円
で販売する商品を企画する。出展申込、手
続き等も授業の中でおこなう。

３
前

32 2 ○ ○ ○

92 ○
プロダクト制
作Ⅱ

１期のﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ企画にもとづいて、作品制作
をする。ｻﾝﾌﾟﾙ制作では、自分のねらいに近
づけるための工夫をしながら、試作をくり
かえす。作品制作では、作る方法・材料の
価格・制作時間などを考慮し、効率よく生
産する。

３
前

32 2 ○ ○ ○

93 ○
プロダクト販
売Ⅱ

展示会に必要な販売促進グッズなど作品を
向上させるアイテムを制作する。チームご
との取り組みで、計画性、協調性を養い、
自分たちが制作した作品がより良く感じら
れるようなディスプレイを経験する。ま
た、会計資料を作成することで資金面での
流れや取り組みの重要性を経験する。販売
でのマナーを学ぶ。

３
後

34 2 ○ ○ ○



94 ○
プロダクト展
示Ⅱ

販売企画と連動し、ディスプレイの制作を
する。展示効果を考えた設計をする。
搬出入を予想し、組み立てや分解・運搬の
容易ディスプレイを制作する。

３
後

34 2 ○ ○ ○

95 ○
プレゼンテー
ションⅢ

イラストレーター・フォトショップの使用
方法→デジカメで作品撮影後、ＰＣに取り
込んで画像補正→入稿データの作成、まで
をできるようになる。進級制作/卒業制作の
ボードも並行して制作する。

３
後

51 3 ○ ○ ○

96 ○
パースペク
ティブ②

図面では伝えきれないものをパースで表現
できるようになる。自分なりに手描きでラ
フスケッチを描くことができるようにな
る。今後の表現方法の一つとして三面図・
パース・着彩等を身につけることができ
る。

３
後

34 2 ○ ○ ○

97 ○
コンセプトメ
イキングⅡ

卒業制作の本制作に向けたｺﾝｾﾌﾟﾄﾒｲｷﾝｸﾞ(ﾃｰ
ﾏ設定→骨子作成→ｺﾝｾﾌﾟﾄの文章化）を行
い、計画内容の企画を立てる。また、他ｺｰｽ
の学生との意見交換を通じて、様々なｺﾝｾﾌﾟ
ﾄﾒｲｷﾝｸﾞの概念を学ぶ。

３
前

34 1 ○ ○ ○

98 ○
ライフデザイ
ン⑤

クラス内で行事に取り組む。
３
前

119 1 ○ ○ ○

99 ○
ライフデザイ
ン⑥

クラス内で行事に取り組む。
３
後

34 1 ○ ○ ○

100 ○ ゼミⅢ

全国規模の建築・ｲﾝﾃﾘｱ関連のｺﾝﾍﾟﾃｨｼｮﾝへ
参加します。ﾃﾞｻﾞｲﾅｰにとって大切な「判断
していく力」を、ｺﾝﾍﾟﾃｨｼｮﾝに応募すること
で実践的に体得する。今まで学習してきた
ことをベースに、アイディアスケッチ・図
面・モデル・プレゼンテーションといった
開発プロセスにそって、スケジュールを立
て、オリジナリティーのある作品を制作す
る。

３
前

51 1.5 ○ ○ ○ ○

101 ○ ゼミⅣ

岡山建築設計ｸﾗﾌﾞ主催の、第20回ﾜﾝﾃﾞｰｴｸｻｻ
ｲｽﾞに参加します。ﾁｰﾑでひとつの作品を制
作することで「協調性」「積極性」を実践
的に体得する。ここでは、身の回りの造形
や人間の行為に着目し、機能を持つアイテ
ムのデザインにどのように昇華させるか
を、実習を通して学ぶ。

３
後

51 1.5 ○ ○ ○ ○

102 ○ 卒業制作①
専門分野における大作として、コンセプト
メイキング・探究心を重視して、長期計画
に沿った制作ができるようになる。

３
後

79 1 ○ ○ ○

103 ○ 卒業制作② 卒業制作の作品を制作する。
３
後

72 1 ○ ○ ○



104 ○
卒業制作②(4
期)

卒業制作の作品を制作する。
３
後

47 1 ○ ○ ○

105 ○
卒業制作③(4
期)

卒業制作展での作品をより魅力的に見せる
ための計画、準備をする。

３
後

47 1 ○ ○ ○

106 ○
卒業制作④(4
期)

卒業制作の作品を制作する。
３
後

47 1 ○ ○ ○

107 ○
卒業制作⑤(4
期)

卒業制作の作品を制作する。
３
後

47 1 ○ ○ ○

　　　107科目

（留意事項）

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

合計 4546単位時間(      195単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

進級・卒業には年間３５単位以上及び当該年次における全必修科目の取得を要する。
また、卒業には総計１０５単位以上の取得を要する。

１学年の学期区分 前期･後期

１学期の授業期間
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